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研究成果の概要（和文）：　血圧変動や血圧変化の軌跡は将来の妊娠高血圧症候群発症予測や児の体重予測に重
要であることが明らかとなった。妊娠24週未満の空腹時血糖およびHbA1c高値はそれぞれ妊娠高血圧症候群診断
のリスク因子であり、空腹時血糖と比較してHbA1cの方が妊娠高血圧症候群診断との関連が強かった。また、妊
娠高血圧症候群の既往は将来の糖尿病リスクや高血圧リスクを高めていることが確認された。さらに、低出生体
重で児を産んだかどうかもその後の母の高血圧有病と関連していた。低出生体重がマーカーであるか原因である
かについては今後の検討が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Blood pressure variability and trajectories of blood pressure were found to 
be important for predicting future onset of hypertensive disorders of pregnancy and infant birth 
weight. Fasting blood glucose and high HbA1c levels at <24 weeks' gestation were risk factors for 
hypertensive disorders of pregnancy, and HbA1c was more strongly associated with hypertensive 
disorders of pregnancy than fasting blood glucose. In addition, a history of hypertensive disorders 
of pregnancy was associated with an increased risk of future diabetes and hypertension. The infant 
was delivered at low birth weight was also associated with subsequent prevalence of hypertension in 
the mother. 

研究分野： 臨床疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　BOSHI研究の研究成果は、白衣効果の大きさについて2021年に報告されたメタ解析でも同様の結果が確認され
た。喫煙と妊娠高血圧症候群に関するメタ解析でも他のコホートとほぼ同様の結果を示した。妊娠期間中の血圧
と児の体重との関連は妊娠高血圧症候群の診療指針2021でも引用されている。血圧変化の軌跡が児の体重に及ぼ
す影響については国際的にも同様に報告がなされるようになり、今後、発症予測の面からも重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
妊娠高血圧症候群は妊婦の 10%弱に発症する疾患群で、単に母体の血圧が上昇するだけでは

なく、母児共に周産期リスクが上昇し、生命の危険を伴う。長期的には、母児の高い生活習慣病
リスクや、自閉症スペクトラム障害をはじめとする児の発達障害リスクと関連することが知ら
れ、妊娠高血圧症候群の原因解明と予防戦略の確立は重要である。 
近年、胎盤の形成障害や母体の血管内皮細胞障害が原因の一つと考えられるようになり、妊娠

中の高血圧や出生体重の減少は表現型のひとつとも考えられる。本研究計画では、母児の影響の
双方向性を考慮して、母児予後や生活習慣病の発症に及ぼす影響にどのような要因が最も影響
が大きいかを明らかにする。 
 
 
２． 研究の目的 
 
出生コホートのデータを用い、妊娠初期から出生にかけての母体の妊娠中の変化が胎児に影

響を及ぼす影響と、胎児や胎盤が母体に及ぼす影響の双方を考慮して、母児予後や生活習慣病の
発症に及ぼす要因を明らかにする。 
 
 

３． 研究の方法 
 
BOSHI 研究は、平成 18 年 10 月より開始したが、1,576 組の妊婦とその家族に家底での血圧測

定をしてもらい、その結果を記録している。本研究では、当時のデータを用いて分析を行なうと
ともに、出産８～12 年後の母児に対し郵送にて追跡調査の案内を行うとともに電話にて声がけ
を行った。母親に対しては、質問票調査、2週間の家庭血圧測定を行い、来所にて、脈波伝播速
度測定、Augmentation Index 測定、FMD 測定、生化学的検査を実施した。児に対しては、質問票
調査、2週間の家庭血圧測定を行った。また、母子健康手帳から、児の成長に関する項目を転記
した。家庭血圧測定を含む生理学的検査と、生化学的検査については参加者に検査結果を主に対
面にて返却した。 
エコチル調査の追加調査では、出産８年後の母児に対し、対面で追跡調査を行う際に、追加調

査として、希望する母子に対し２台の家庭血圧計を貸与し、1日に朝晩 2回の家庭での血圧測定
を 2 週間にわたり実施し、測定期間終了後は着払いの宅配便にて研究実施期間へ返送してもら
うことで血圧データを記録した。 
 
４．研究成果 
 
BOSHI 研究では、妊娠前の BMI が 25kg/m2未満であった女性を対象に妊娠期間中の体重増加と

出生体重との関連の検討では、妊娠初期、中期、末期までにそれぞれ平均で 0.9、6.2、10.7kg
の累積体重増加を認め、平均的な累積体重に達していない妊婦から生まれた児については、出生
体重への影響がそれぞれ 65.9 g、-195.4 g、-188.8 g で、妊娠中～末期については有意であっ
た。妊娠中～末期の不十分な体重増加が児の出生体重と関連している可能性が示唆された。家庭
血圧の変化について、トラジェクトリー解析を用いて、血圧の変化が出生体重に影響を及ぼすか
検討を行った。家庭拡張期血圧では、６つの群に分けたときに統計的に最もよく分類されていた。
軌跡の形から便宜的に６つの群に分けて、各群と出生体重との関連を検討したところ、拡張期血
圧の場合には、Low-J-curve と比較して、High J-curve、Little-high J-curve、Moderate-steep 
J-curve で有意に低出生体重と関連していた。 
妊娠 24週未満の空腹時血糖および HbA1c 高値はそれぞれ妊娠高血圧症候群診断のリスク因子

であり、空腹時血糖と比較して HbA1c の方が妊娠高血圧症候群診断との関連が強かった。さら
に、血圧や心拍の変化の組み合わせは、妊娠高血圧症候群の発症を予測する可能性が示された。
また、BOSHI 研究の結果を含めた 4つのコホートのメタ解析では妊娠前から妊娠期間中にかけて
の母体喫煙は、妊娠高血圧症候群のリスクとなっていた。 
一方、妊娠高血圧症候群なし 190 名と妊娠高血圧症候群あり 64 名を追跡したところ、8 年後

の HbA1c 5.6%以上となる人数はそれぞれ 41人、22人(21.6%,34.4%)と、有意に妊娠高血圧症候
群有りの群で出産８年後に HbA1ｃが 5.6%以上となるリスクが高かった。妊娠高血圧症候群なし
276 名と妊娠高血圧症候群が有って低出生体重児の出産がないまたはある 62名、13名を追跡し
たところ、出産８年後までの高血圧有病率はそれぞれ 3.3%、16.1%、38.5%と、妊娠高血圧に加
え低出生体重児を出産した妊婦ではそれ以外に妊婦に比較して有意に出産８年後までの高血圧
有病率が高かった。 
エコチル調査の追加調査では、2019 年 7 月 13 日から 2021 年度までの学童期追加調査に参加



した母親参加者 3,251 人のうち、1,582 人が家庭血圧測定に同意した。アンケート調査返答時点
で高血圧、糖尿病、脂質異常症ありと答えたものはそれぞれ 54人(3.4%)、10 人(0.63%)、26 人
(1.64%)であった。降圧薬の内服は 40人(2.5%)であった。実際に家庭血圧測定を行って判明した
高血圧も含め、高血圧有病は 156 人(9.9%)であった。 
妊娠時に妊娠高血圧症候群であった者は 48人(3.4%)で、出生体重が 2500g 未満で生まれた児

の報告は 131 人(8.3%)であった。出産８年後の高血圧有病率は、妊娠高血圧症候群が無く、低出
生体重児の出産がないまたはある母親でそれぞれ 8.7%、7.6%であった。一方、妊娠高血圧症群
があって低出生体重児の出産がないまたはある母親でそれぞれ 45.7%、61.5%であった。 
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